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60周年記念日を迎えて

理事長大西経信

本学の母胎である大東文化学院が、東京・九段の地に設立を見てから、この

9月20日は満60周年の記念日に当ります。

その創設は第46回議会の「漢学振興に関する建議案」の決議に由来し、国費

をもって賄うという、極めて異色な 6年制の専門学校でありました。

その建学の理念とするところは、わが国の思想、・文化の中心であった儒学の

振興を計ると共に、東洋固有の文化を出発点として、西洋文化を探求、吸収し

もって世界文化の創造に寄与することであります。

昭和20年3月30日、 当時、 九段から池袋に校舎を移していた学院は、 B29 

の空襲によりその持てる総てを失い、さらに終戦とともに、国の助成金も打ち

切りとなりました。本学の経営の長い苦闘はここから始まりました。焼跡から

酒井伯邸へ、そして青砥校舎へと授業を絶やすことなく、 真撃な努力が続けら

れました。とくに昭和24年には、極めて困難な条件の中で、新制大学に昇格を

し、池袋旧校舎に復帰しました。昭和36年9月には、現在の板橋高島平に移転

を行ないましたが、その当時の大学は、 1学部 ・3学科、学生数 500名という

小さなものでありました。その後、iA次学部、学科の増設を計り、それに付随

して、施設 ・設備も拡張きれました。42年開設した東松山校舎はその顕著なも

のであります。今日における本大学の組織・規模は、 4学部 .9学科、大学院

博士課程3、修士課程5、学生数も 8，600名を数え、人文社会科学系の総合大

学としての整備がなきれております。

今日、社会の大学に対する評価は極めて厳しいものがあります。このため各

大学は、その質的向上に多大の努力を払っております。本学もこの創立60周年

を契機として、10か年計画を策定し、目下着々とその実績をあげております。

この計画の企図するところは、東松山校舎を中心として教育施設の拡充整備を

行ない、これによって、優れた教育環境をととのえ、本学がその真価を世に問

うための体質転換を図ることにあります。

建学の先覚者達が求めたものは、今日最も渇望されているものであり、世界

の客観情勢は、その機の熟していることを示しています。今、私たちは、この

歴史の流れを感得するとともに、人類の発展と、幸福のために、本学に負荷さ

れた使命を痛感するものであります。

終りに、関係各位の本学園に対するこれまでのご協力に心から感謝いたしま

すとともに、今後一層のこ指導、ご鞭接、ご協力を賜わりますようお願い申し

上げます。



創立60周年にあたりて

学長清原道蕎

今から60年前の9月20日、本学の前身である大東文化学院の設立が認可され

翌年、開院式が行われた。ここに本学の前身である大東文化学院が、東洋文化

の振興を目的とする高等教育機関として発足したのである。

このように創設された大東文化学院は、日本文化の基幹をなす東洋の思想・

文化を研究教育して、その振興につとめて道義を昂揚し、さらに東洋文化を基

盤とし、西洋文化の粋をとってその短を補い、東西の文化を融合した新たな文

化の創造を行いうるような人材の育成を、建学の理念とした。

この建学の理念は、その後60年にわたって継承きれ 研究と教育が続けられ

てきた。しかし60年という歳月は、日本の社会が激動の歴史であったことを反

映し、本学の歴史にとって決して坦々とした道でなかった。とくに第2次世界

大戦後の数年間の本学は、存亡の危機に直面した。そうしたなかで、同窓会の

人たちのなみなみならぬ努力によ って、大学は漸次復興していった。

昭和37・38年を期にして、本学はその規模を拡大しはじめ、それから10年間

に2学部3学科から 4学部9学科、それに大学院を併設した文科系総合大学と

なり、その教職員数・学生数 ・施設設備は著しく拡大したのである。そして、

本学の使命は学則にしめすょっに、さきにあげた建学の理念に基いて、真理と

正義を愛する自主的精神に充ちた良識ある人材を育成し、文化の発展と人類の

福祉に貢献するところにある。こうした使命を達成するためには、今後さらに

教育および研究面における質的充実を図る必要がある。

それでは、大学の質的向上、その中心をしめる研究と教育の質的充実はどう

すればできるか。研究と教育の物的諸条件の整備・充実は当然のことであるが、

さらに研究と教育の主体である教員 ・学生の自覚が最も必要で、ある。いいかえ

ると、教員は明確な専門家意識をもっ研究者であり、学生は専門教育を受ける

学習者であることを、それぞれ主体的に自覚して行動しなくてはならない。

現在、今後の大学に対する社会環境のきびしさが予想される。創立以来60周

年を迎える本学が、今後のきびしい状況を切りぬけて発展を続けるためには、

建学の理念にもとづいて、現在の本学の量的拡大を質的向上に転換し、とくに

研究と教育の質的充実に努めなくてはならない。
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60年のあゆみ

学院の創立

大東文化大学の前身、大東文化学院設立の淵源は、大

正10年の賞衆両院による 'i莫学振興に関する建議案」の

決議に由来する。

この建議に関連して、議会はさらに二度にわたって漢

学振興の実施および予算措置の要請についで決議した。

この間に、漢学振興運動の推進者達は、運動の推進母体

として大東文化協会を設立 した。

これ等一連の決議に基き、大正12年度追加予算におい

て、大東文化協会に対する事業費補助金として15万円の

支給が決定された。ちなみに、 当該年度における全国私

立大学に対する補助金総額は17万 5千円であった。翌日

年度の予算では、両者はまったく同額となっている。以

後、協会に対する補助金は引続き交付された。

右の経過を経て、大東文化協会はその運動の一環とし

て、規約第 l粂 2に「本邦現時ノ情勢ニ鑑ミ儒教ノ振興

ヲ図リ及ビ東洋文化ヲ中心トスル大東文化学院ヲ設立維

持スルコト」とある趣旨に基き、大正12年 9月20日に大

東文化学院を創立 した。

創立の理念

大東文化学院の創立に至る出発点となった 「漢学振興

ニ関スル建議案」及び「附属理白書」の内容は次の如く

で、ある。

漢学ハ古来我ガ邦ノ文化ニ貢献シ国民思想、ノi函養ニ

資益セシ所大ナルモノアリ。而シテ今後亦之ニ待ツ所

少シトセズ。之カイ辰興ノ途ヲ講ス、ルハ刻下ノ急務ナリ

トス。依テ政府ハ之ニ関シ適当ノ方法ヲ施サシムコ ト

ヲ望ム。右建議ス。

理白書

j莫学ガ古来我ガ邦ノ文明ニ貢献シ国民思想ノ上ニ資

益セシコトノ大ナルハ言ヲ要セザル所ニシテ今後亦之

ニ待ツ所少カラザルモノアリ 。然ルニータビ西洋文芸

ノ伝来スルヤ人々之レニ走ルニ急ニシテ漢学ハ疎ンゼ

ラレ其ノ神髄ヲ覗フコト漸ク難キニ至ラントス。今日

ニ於テ振興ノ途ヲ講ズルハ実ニ急務ナリ 。是レ本案ヲ

提出スル所以ナリ 。

ここに示されているところのものは、 i英:学を日本の文

化・ 思想、との関係において意味づけ、かつ危機感に裏打

ちされた「漢学振興」の主張である。これは大東文化学

院の創立に至る運動を支えた人々の共通した意識である。

また、この建議をめぐる議会演説、各種委員会等にお

ける論議、さらに大東文化協会の組織およびその活動、

出版物、講演等について通観すると、次のようなより広

い理念が示されている。
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わが国は明治維新以来、欧米の文化を摂取する こと

に努めてきた。いまや日本は東西文化の接点に位置す

るにいたり、それゆえに東西文化の融合によって世界

の新しい文化の発展に貢献することは、日本の果すべ

き使命である。 しかし東洋文化を代表する重要な一つ

である漢学の研究は、明治以来衰退の一途をたどって

きている。 したがって、このようなわが国の文化的使

命を達成するために、さしあたってなすべき急務は、

漢学を中心とする東洋学術研究の振興にある。

開校当時の学院

大東文化学院は、大正12年 9月20日、麹111]"区富士見町

6丁目16番地(いわゆる九段校舎)に設立された。越え

て13年 l月11日に第 l回入学式を挙行し、ついで 2月11

日に開校式を行った。

学院には、本科3年課程と高等科 3年諜程が置かれた。

政府からの豊かな補助金に支えられて、当時の学生は極

めて優遇されていた。全学生に対し授業料が免除され、

加えて、給費制度があり、高等科70円、本科25円の支給

を受けた学生が多く 存在した。

本科の卒業生には漢文科中等 (旧制)教員、高等料卒

業生には漢文科高等教員の無試験検定の資格が与えられ

た。後に卒業生は多方面に活躍するが、特に教育界に進

むものが多かった。大学、旧制高等:学校、陸海軍諸学校、

師範学校等に奉職する者も統，']'，した。

三部制の設置

学院は漢文専門校であったが、 1171，手[113年に主り、 三宮15

制を設置 した。

第一昔15修身}英文科 従来の漢文専門謀程の名称変更であ

り、 現在の中国文学科の前身である。

第二部国語漢文科現在の日本文学科の前身である。

第三部東亜政経科現在の経済学部の前身である。

この三部制の設置は、時代の要請に即した学院の発展

策であった。同時に従来政府の助成に依存する性質であ

った学院の経営に、自律的方向を与えることにもなった。

池袋校舎への移転と戦時下の学院

三部制の設置に伴い、拡大した学院は、新校舎を豊島

区池袋 3丁目1，385番地に建設し、 H百和16年 2月8日に

移転した。

しかしながら、すでに戦争の惨禍は目前に迫っていた。

12月8日太平洋戦争への突入と共に、 学生速の平常の学

業生活は次第に圧迫されてい っ た。 また学院の機能も ~r

次うたわれるに至った。

昭和20年 4月13日夜半、米軍による東京大空襲によ っ

て、 学院の校舎はもとより、 貴重な図書、資料等そのす

べてを焼失 した。

池袋校舎への発展的移転後わずか 4年にして、すべて

を烏有に帰してしまったのである。

戦後の状況と新帝IJ大学への移行

戦禍による一切の焼失と、戦後の社会的混乱の中で、

学院は厳しい状況に置かれた。 一時は総長酒井忠正邸を

拝借して授業が行われた。次に青砥校舎に転 じ、池袋の

旧校地に校舎を新築して復帰することができたのは、実

に昭和24年10月のことであった。

またこの年の 4月20日に、 学院は新制大学への昇格が



認可された。校名を東京文政大学とし、文政学部、日本

文学専攻 ・中国文学専攻・政治経済学専攻の一学部三専

攻の編成となった。 28年3月に至り、校名を大東文化大

学と改めた

飛躍発展期

昭和35年に至り、制立40周年 (38年)記念振興計画が

樹てられた。これを契機として、次の50周年 (48年)ま

での聞に、大学は急速に拡大した。昭和36年に旧池袋校

舎から現在の板橋校舎へ移転し、次いて42年に東校山校

舎(教養課程)が新設された。また現在の学部、学科お

よび大学院のほとんどは、同じくこの期間に次の如く新

設或は増設たれた。

文学部昭和37年4月開設

日本文学科昭和37年4月

中国文学科昭和37年4月

英米文学科昭和42年4月

(外国語学科)昭和43年4月

(昭和46年4月に外国語学部に改編)

教育学科 昭和46年4月

経済学部昭和37年 4月開設

経済学科昭和37年4月

経営学科昭和38年4月

外国語学部昭和46年4月開設

中国語学科昭和46年4月

英語学科 昭和46年4月

法学部 昭和48年4月開設

法律学科昭和48年4月

大学院

文学研究科

修士課程 日本文学専攻昭和39年4月

中国学専攻 昭和39年 4月

博士課程中国学専攻 昭和42年 4月

日本文学専攻昭和47年4月

経済学研究科

修士課程経済学専攻 昭和47年 4月

ここに四学部九学科、大学院、 二研究科の体制が成立

するに至った。

創立50周年から60周年への道程

昭和48年から本年に至る10年聞は、前項の 「飛躍発展」

期とは、その性質を異にする時期であった。

創立50周年を期して法学部が新設されて以来、今日ま

での聞に、 学部、学科の新設、増設はまったく行われて

いない。かわって、次の諸点が変化の特徴として挙げら

れる。

a.教員と学生との数と比率

60年のあゆみ

ここでは比較の合理性を求めて、最後に新設された法

学部の完成年である昭和51年度と、 57年度の専任教員数

と学生数を、それぞれの年度に文部省に報告された大東

文化大学の学校基本調査によ って比較する。

これによ ってみると、専任教員数は、 51年度 214名、

57年度は 278名、従って64名の増加となった。これに対

し、 学生数は、 51年度10，585名、 57年度は 8，480名，従

って学生数は 2，505名の減少となっている。これを専任

教員1人当りの学生数の割で計算すると、 51年度は教員

1人当り約50名であるのに対し、 57年度に於ては、約31

名と激減している。このことは明らかに教育密度の向上

を示すものである。また、 2，105名にのぼる学生数の減

少は、学生定員に近づけようとする大学の努力の現われ

であった。なお、昭和58年度より学部定員が総数 1，450

名からし880名となった。文学部 ・日本文学科(250 )、

中国文学科(150 )、英米文学科(130 )、教育学科(100)。

経済学部 ・経済学科(450 )、経営学科(300 )、外国語学

部 ・中国語学科(120 )、英語学科(180).法学部 ・法律

学科(200)。

b.大学院の発展

この期間における特徴の一つは、大学院の充実にある o

r昭和52年4月1日に、大学院法学研究科、 法律学専攻、

修士課程が開設された。ついで、昭和53年4月1日に、

文学研究科、英文学専攻、修士課程が増設された。また

同日をも って、経済研究科は、経済学専攻、博士課程(後

期)を増設した。

この大学院の開設、増設に伴って、昭和55年 5月に、

地下 1階、地上10階の研究管理棟が板橋校地内に建設さ

れた。

c.海外研究研修活動

昭和51年 4月には、大東文化大学専任職員海外出張規

則及び同施行細則が制定され、従来内規或は慣習的に行

われていた教職員の長期 ・短期の研究、研修活動が明確

に制度化された。この制度は更に整備強化が加え られ、

その後は恒常的に教職員の海外派遣がなされており、 一

方では中国・北京外国語学院、オーストラリア・グリフ イ

ス大学との交流協定を結ぶなど、国際社会への対応を計

っている。

以上のごとく、この期間に、大学の教育、研究面の内

面的充実において、際立った足跡を残している。

大東文化大学は、本年の 9月20日を以て創立60周年を

迎えるが、これに先立って、既に60周年記念事業の推進

を軸に、 長期的展望にもとづく、長期計画が検討されて

いる。

新しい時代への胎動は、すでに開始されている。
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略年譜

年Il 事 工頁

191 7 

大il:6 東洋文化振興の議、有識者の聞に起る

木下成太郎・佐久間啓荘氏等、東洋文

化振興に関し原内問に意見書を提出

川 7

11 9・11 奥繁三郎氏主催により賞衆両院議員有

志及び学者による「東洋文化振興に関

する集会」を衆議院議長室で聞く

11 10・3 1 r漢学振興に関する建議案」を衆議院

に提出、衆議院満場一致可決

" 12・21大東文化協会設立

" ・3 1 みたび 「漢学振興に関する建議案」を

衆議院に提出。 10か年間 175万円政府

補助の条件で同案可決

" ・4 1 大東文化協会事務所を神田錦町 3丁目

10番地東京工科学校I;).，jに置く

" • 9 1 学院用地及び校舎を法政大学より買収

財団法人設立の許可及び大東文化学院

専門学校 (但し校名は大東文化学院)

設立認可(本科 3年、高等科 2年)

川 ・ 11 1 校舎並びに事務所を麹~Ij 区富士見町 6

丁目16番地に置く

" 13・21 学院開院式

" ・111本科卒業生に中等教員漢文無試験検定

認可

" 14・9 1 高等科の修業年限を 3年に延長の学則

改定認可

" 15・81 高等科卒業生に漢文科高等教員無試験

検定認可
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昭和 4・7 1 第1回支那旅行団出発

グ2

" 5・9 1 創立 7周年記念式典に於いて国分青崖

翁漢詩を草し学院に贈る。学院歌の起

i原

" 7・101 校旗並びに学院歌の披露

" 自IJ立10周年記念式典挙行

" 9・1 1 日本儒教宣揚会発会ず

" 13・2 1本科を第 l音1I修身漢文科、第2部国語

漢文科、第 3部東東政経科に学則改正

認可

" 16・21豊島区池袋3丁目1385番地の新校舎竣

工、移転

" 19・3 1 校名を「大東文化学院専門学校」と改

称

" 20・4 1 空襲により校舎焼失

年 )~ 事 正頁

1945 

HPt平1120・5 酒井伯爵邸に於いて佼業再開

" 21・2 葛飾区青砥111]"4 -a干地に校舎移転

" 23・5 校歌廃止

" 24・4 学制改革により新制大学に移行し、校

名を東京文政大学 (文政三戸部一中|玉|文

学科・日本文学科・政治経済学科)と

改む

" • 5 財団法人大東文化協会を財団法人東方

文化協会と改称

" • 10 池袋の旧地に新校舎竣工復帰

" 26・2 財団法人東方文化協会を学校法人東京

文政大学に組織変更

" 文政大学に校名変更

" 28・3 校名を大東文化大学に改め、法人名を

学校法人大東文化大学と改称

" • 9 新校歌発表

" 29・2 大東文化研究所 1没、工

" . 4 附属中央柔道整復f¥lli養成所問所

" 31・2 文政幼稚園設立認可

" 35・6 法人名を学校法人大東文化学怪!と改む

/1 • 9 附設大東柔道整復専門学校の設立認可

を得

" 36・4 大東医学技術整復専門学校に改称、衛

生検査新設開講

" 大東文化研究所を東洋研究所と改称

" • 8 大東文化大学第一高等学校の設立認可
を得、現在地の板橋区高島平に新校舎

なり移転

" 37・1 学部増設、文学部(日本文学科 ・中国

文学科)・経済学部(経済学科)の認可

を得

" • 4 大東文化大学第一l'山手'子?校14f.l校。火学

部 ・経済:宇古li開講

" • 12 経済学部経常学

" 38・4 経済学部経営学科開講

" 39・3 大学院文学研究科(日本文学専攻 ・中

国学専攻)修士課程開設

/1 41・12 文学部英米文学科増設

" 42・3 現在地の埼玉県東松山市に教長課程を

移設

" • 4 大学院文学研究科(中国学専攻)博士

課程開設

" • 6 大東医学技術整復専門学校を大東医学

技術専門学校と改称



略年譜

年 月 事 工頁 年 月 事 工頁

1 967 1977 

昭和42・12 文学部外国語学科増設 昭和52・4 大学院法学研究科(法律学専攻)修士

" 44・4 書道文化センター設立 課程開設

" 47・1 外国語学部 (中国語学科・英語学科) " 52・7 盈進学校の設置者変更(分離)

設置、文学部教育学科増設 " • 12 文政学専攻科を改組し現開設の文学専

" • 3 大学院経済研究科(経済学専攻)修士 攻科、日本文学専攻 ・中国学専攻・経

課程開設。 大学院文学研究科(日本 済学専攻(修業年限 1年・各定員10)

文学専攻)博士課程開設 認可

" 学校法人盈進学園と合併(吸収) " 現開設の別科日本語研修課程(修業年

" 大東文化大学附属青桐幼稚園設置認可 限1年・定員20)認可

現在地の板橋区高島平に新設 " 53・3 大学院経済学研究科(経済学専攻)博

" 48・2 法学部(法律学科)設置。現開設の 4 士課程増設認可。文学部研究科英米文

学部 9学科になる 学専攻修士課程増設認可、大学院経済

(学部定員数計 1，250名) 学研究科修士課程定員増認可、 大学院

" • 4 東松山校舎 5号館竣工 は現開設の 3研究科5専攻となる

" 法学研究所設立 " 55・5 板橋校舎敷地に研究管理棟竣工

" • 10 法学研究所現在地の千代田区神田駿河 " • 7 
中国 ・北京外国語学院と人的交流協定

台下に開設 締結

" 創立50周年記念式典挙行、板橋校舎敷 " 56・4 経理研究所設立

地に50周年記念館竣工 " 57・4 オーストラリア・グリフィス大学と学

" 49・4 大東医学技術専門学校、現在地の板橋 生交換を中心とした調印

区高島平に新校舎なり移転 " • 9 大東文化大学第一高等学校創立20周年

" 50・5 嬬恋ゼミナールセンターを現在地の群 記念挙行

馬県吾妻郡嬬恋村に新設 " • 12 宮鼻総合運動場を現在地の東松山市宮
" 51・4 学部学科の定員増認可(定員数計1，4 鼻に造成

50名)情報処理センター設立 " 58・1 3学部 6学科定員増認可、文学部 630

" • 9 学校教育法の改正に伴ない大東医学技 名経済学部 750名外国語学部 300名

術専門学校が専修学校として認可 法学部 200名(定員数計1，880名)

" • 10 大東文化大学第一高等学校創立15周年 " • 4 語学教育研究所設立

記念式典挙行
" 

• 6 東松山校舎の校地・校舎拡充に着手

" • 12 大東文化会館、現在地の板橋区徳丸に (開発認可)

竣工
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現況学園教職員数

U?¥三f教 月哉 員 教 貝 月段 貝

合計 専任計 非常勤計 小計 専任 非常勤 小 計 専任 非常勤

ム仁I、 言十
1ft 874(5) 591(5) 283 614(5) H:3(SJ 271 260 248 12 
')} 706(41 455(4) 251 54・'(41 :101(41 242 1 (j:~ 1St! " f，( 168(11 I:l6(11 32 71( I1 42( 1) 29 97 リ4 3 

，0 483(5) 264(5) 219 4討'(51 2H，I(5) 219 o 。 。
ムI::t、 ')} 4:lI(41 2:15(4) 19(i 4:11(41 2:35(4) 196 。 () 。

守品同・ 久 52(1) 29( 1) 23 52( 1) 29( 1) 2 : ~ 。 。 。
，0 252 117 us 2S2 117 J:!5 。 。 o 

文 学 昔日 リ; 219 101 11村 2 l~) 101 118 。 。 。
k :i3 lf; 17 i :~ 16 17 o 。 。
，1'1 11:l 76 37 I I :~ 76 37 。。 。 。

経 済 学 音日 リ1 109 73 36 1 O~) 7:1 Hl 。 o 
k 4 3 4 4 

。 。 。
.n 7叫51 42(5) 2お 7刷5) 42(51 28 リ。 。 。

外国語学部 リ1 5剖41 33(4) 2:1 5出4) :<3(4) 23 。 。
』ζ 14(11 9(1) 5 14(1 ) 9(1) 5 

。 。 。
部 ;n 48 29 19 48 29 19 υ 。 。 。
法 λ弓立二. 昔日 リ3 47 28 19 47 28 19 。 。

k 。 1 。 。 。 。
創立 60周年£念 日十 5 3 2 。 。 。 ， 3 2 

'1) 4 3 l 。 。 。 4 3 l 

事 業 事 手'* 局 女J 。 1 。 。 。 i 。 i 

東松山キャンパス 百| 2 2 。 o 。 。 2 2 。
9~ 2 2 。 。 。 。 2 2 。

開発本部 ・開発室 μ; 。 。 。 。 。 。 。 。 。
at 。 。 。 。 1 l 。

事務機械化開発室 .yJ 。 。 。 。 l 。
-f，( 。 。 。 。 。 。 。 。 。
，{十 112 108 4 。 。 。 112 108 4 

メE入Z 計 リ守 77 73 4 。 。 。 77 n 4 

k 35 35 。 。 。 。 ~5 :15 。
事 日f l 1 。 。 。 。 l 1 。
局 (次) 長 リヨ 1 l 。 。 。 。 l 。

k 。 。 。 。 。 。 。 。 。
5 5 。 。 。 。 5 。

企画調査室 リj 3 3 。 。 。 。 s 3 。
k 2 2 。 o 。 。 z 2 。
，ij 27 27 。 。 。 。 27 27 o 

務 務 吉日 リ; 12 12 。 。 。 。 12 12 o 
f，( 15 15 。 。 。 。 15 。

1:3 1 :~ 。 。 。 。 1 :~ 1:3 。
員オ 主寿 吉日 リ; お 氏 。 。 。 。 約 8 o 

k 5 5 o 。 。 。 円 5 。
10 27 3 。 。 。 :¥0 27 :~ 

管; 理 音日 リj 2G 2:~ 3 。 。 o 
2“ 2:~ ミ

局 』ζ ， 4 。 。 。 。 。
，n Hi :J!J 。 。 。 H:i ~5 

東松山事務部 リ} 27 2G 。 。 。 27 
2“ 

k 9 9 。 o 。 。 ‘} え} () 

72 71 。 。 。 72 71 
A口、 言十 リ} 4:3 42 。 。 。 4:~ 42 

f，( 2~) 29 。 。 。 。 29 29 。
品~ JI 。 。 。 o 。 。 。 。 。
局 長 リ; 。 。 。 。 。 。 。 。 。

k 。 。 。 。 。 。 。 。 。
iO 40 40 。 。 。 。 "0 40 。

教 務 部 '1) 25 25 。 。 。 。 25 25 。
立 15 15 。 。 。 。 15 15 。
，ij 18 17 。 。 。 '8 17 

務 A弓且ー. 生 音[1 リ3 8 7 。 。 。 a 7 
k 10 10 。 。 。 。 10 '0 

。
元1 8 8 。 。 。 。 お 8 。

京え 職 音日 珍} 6 6 。 。 。 。 6 。
女 2 2 。 。 。 。 2 2 。
司1 4 4 。 。 。 。 4 4 。

広 幸長 室 -9j 守今 3 。 。 。 。 3 3 。
局 立 】 。 。 。 。 1 。

ilt 2 2 。 。 。 。 2 2 。
国 ~~、 昔日 1)) 1 1 。 。 。 。 。

弘二 1 1 。 。 。 。 。
Jt 51 50 1 7 7 。 -'4 43 1 

l口k 言十 lJ} 3:1 32 i 7 7 。 26 25 1 

大
会; 18 18 。 。 。 。 18 18 。
iij 25 25 。 。 。 。 25 25 。

図 ヨEヨ主 自官 !)} 10 10 。 。 。 。 10 10 。
』ζ 15 15 。 〈】 。 。 15 15 o 

A号~
;n 8 8 。 7 7 。 。

東洋研究所 リ} 8 8 。 ア ， 。 。
弘二 。 。 。 。 。 。 。 。 。
，ij 2 i 。 。 o 2 

法 学 研究所 リ; 2 l 。 。 。 2 

附 むζ 。 o 。 。 。 。 。 。 。
1ft 1 。 。 。 。 o 

経理 研究所 ッ; 。 。 。 。 。
k 。 。 。 。 。 。 。 o 。

置
語学教育研究所

，H 。 。 。 () 。 。 。 o o 
リ1 o 。 。 。 。 。 。 。 。
k 。 。 。 。 。 。 。 。 o 

4 4 。 。 。 。 4 4 。
機 書道文化セ ンター ')J 3 3 。 。 。 。 3 3 。

f，( l 。 。 。 。 。
情報処理センター

，n 5 fj 。 。 。 。 5 5 。
リj 4 4 。 。 。 。 4 4 。

関 k l 。 。 。 。 。
.11 6 6 。 。 。 。 6 6 。

体育センタ ー リ1 5 5 。 。 。 。 ， 5 。
k 。 。 。 。 。

校
J十 71 56 15 6' 47 14 10 9 l 

第 一 高 リ乃 63 49 14 61 47 14 2 2 o 
k 8 7 l 。 。 。 8 7 I 

青 桐 稚 園
1.1 13 13 。 10 10 。 3 3 。

幼 ヲう 3 3 。 1 。 2 2 。
Lぇ 10 10 。 9 9 。 1 。
al 60 20 40 53 15 38 7 5 2 

医 専 与』 46 13 33 43 11 32 3 2 

k 14 7 7 10 4 6 4 3 1 

J十 3 3 。 。 。 。 3 3 。
厚生センター 'f} 2 2 。 。 。 。 2 2 。

女 】 I 。 。 。 。 1 。
安 dz』z 

百十 。 1 。 。 。 。 1 

全 互 助 !)j 。 l 。 。 。 1 。 】

女 。 。 。 。 。 。 。 。 。

〆.c



現況在籍学生数

ぷ~ー1E; 学年別卜--------- ム'"、 言十 l 年 2 年 3 年 4 年

学JJIJ部 ・大学院 ・専攻科 計男ー 8，738 2，389 (115) 2，163 (125) 1，771 2，415 (122) 

科合計④ +⑥ +⑤ +⑨
6，924 1，892 (l15) 1，770 (118) 1，386 1，881 (117) 

女 1，814 497 393 ( 7) 385 534 ( 5) 

大 Z 計 言男十
8，613 2，327 (115) 2，106 (125) 1，765 2，415 (122) 
6，827 1，848 (115) 1，717 (118) 1，381 1，881 (117) 

女 1，786 479 389 ( 7) 384 534 ( 5) 
言-t 3，142 773 ( 31) 753 ( 45) 613 1，003 ( 38) 

言十 男 1，886 448 ( 31) 478 ( 41) 336 624 ( 35) 

文
女 1，256 325 275 ( 4) 277 379 ( 3) 

言十 1，472 386 ( 19) 333 ( 17) 308 445 ( 17) 

日本文 学 科 男 829 208 ( 19) 201 ( 16) 160 260 ( 16) 
女 643 178 132 ( 1) 148 185 ( 1) 

言男十
572 155 ( 2) 137 ( 10) 99 181 ( 6) 

品号lt 中国文学科 348 86 ( 2) 89 ( 10) 55 118 ( 5) 
女 224 69 48 44 63 ( 1) 

言男十 563 132 ( 1) 175 ( 13) 94 162 ( 12) 

英米文 学 科 385 89 ( 1) 123 ( 10) 62 111 ( 12) 

部
女 178 43 52 ( 3) 32 51 

言男十 535 100 ( 9) 108 ( 5) 112 215 ( 3) 

教 育 学 科 324 65 ( 9) 65 ( 5) 59 135 ( 2) 
女 211 35 43 53 80 ( 1) 

言男↑ 3，138 959 ( 50) 763 ( 46) 684 732 ( 21) 

事圭 計 3，029 923 ( 50) 745 ( 44) 660 701 ( 21) 
女 109 36 18 ( 2) 24 31 

;斉 百十 1，834 498 ( 29) 467 ( 25) 428 441 ( 15) 

経済 学 科 男 1，775 478 ( 29) 458 ( 25) 416 423 ( 15) 
学 女 59 20 9 12 18 

部
百十 1，304 461 ( 21) 296 ( 21) 256 291 ( 6) 

経 共呂立. 学 科 男 1，254 445 ( 21) 287 ( 19) 244 278 ( 6) 
女 50 16 9 ( 2) 12 13 

言男十
1，249 342 ( 17) 309 ( 16) 276 322 ( 27) 

外 873 233 ( 17) 224 ( 15) 203 213 ( 25) 

国
女 376 109 85 ( 1) 73 109 ( 2) 

518 134 ( 7) 154 ( 9) 103 127 ( 10) 
語 中国 語学 科 男 367 97 ( 7) 113 ( 8) 74 83 ( 8) 

.. 十... 
女; 151 37 41 ( 1) 29 44 ( 2) 

731 208 ( 10) 155 ( 7) 173 195 ( 17) 
部 英一 語学科 男 506 136 ( 10) 111 ( 7) 129 130 ( 17) 

女 225 72 44 44 65 

j去 員十 1，084 253 ( 17) 281 ( 18) 192 358 ( 36) 

学部
j去 律 学 科 男 1，039 244 ( 17) 270 ( 18) 182 343 ( 36) 

女 45 9 11 10 15 

※ 学部欄( )内は第一高等学校からの進学者数で内数、( )内は 2年次留年および卒業延期者数で内数。

部下「一一一一EE竺土 ム口、 計 1 年 2 年 3 年 4 年

大 学 院 長十
詰女

91 28 57 6 

③ 
78 25 53 5 
13 3 4 1 

博 士
事女

18 6 12 
日学 15 5 10 

本専
前期 3 1 2 

文 博士 百女男十
9 5 I 3 

大 文攻
後期

2 3 I 3 
弓白出三 7 2 。 。

博士 高男女十
日 2 7 

研 中専
前期

9 2 7 

国
。 。 。

3t 博士
女男

7 1 3 3 
学 攻
後期

6 I 3 2 

品弓ム~、 科 I 。 。 1 

1L-5f夫LA幹)( ~ 
10 1 9 

修士 9 I 8 
I 。 1 

博士
女-9~ 

15 5 10 
経研 経専

前期
14 ‘5 9 

済究 i斉
I 。 1 

院 博士 言女1J} 1 
3 2 1 

学 科 学工文 3 2 I 
後期 。 。 。

4学1ミ折科EAH kz i学律去:平IIF 
勢立J

20 6 14 
修 士 20 6 14 。 。 。

専: 攻 科 員十 言女男l 
5 5 。 5 5 。 。

高女
2 2 

専 文専 日本文学専攻 2 2 

攻
。 。

事女
2 2 

攻 学科 中国文学専攻 2 2 。 。
科

済学重科
言女男| 

1 I 

経済学専攻 1 1 。 。
~~! @ 言女男十

29 29 
日本 語 研修課程 14 14 

科 15 15 

昭和58年 5月現在
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留学生数など

除草
大 品4同- 専 攻科

合計 大学院 . 
1 年 2 年 3 年 4 年 別科

計男女 計男女 計男女 計男女 計男女 計 男 女 計男女

中華人民共和国 3 3 I 1 2 2 

中華民国 60 35 25 11 8 3 13 8 5 6 3 3 12 11 1 18 5 13 

大韓民国 20 15 5 7 6 1 1 1 1 l 11 9 2 

トンガ王国 2 2 2 2 

タ イ 2 2 1 1 1 I 

香 港 2 2 2 2 

オーストラリア l l 1 1 

言十 90 60 30 23 19 4 15 10 5 8 5 3 14 12 2 1 1 29 14 15 

毛見?兄

昭和58年5月現在

体育連合会

〈部〉

アーチェリ一部、合気道部、アイスホッ

ケ一部、アメリカンフットボール部、 空

手道部、体操部、 弓道部、剣道部、硬式

庭球部、ゴルフ部、サッカ一部、自動車

部、 柔道部、少林寺拳法部、スキ一部、

スケー卜部、身本道部、 卓球部、軟式庭球

部、ノ〈スケ ットボール部、ノ〈ドミントン

部、バレーボール部、ハンドボール部、

フェンシング部、舞踏研究部、ボクシン

グ部、ボート部、ボーリング部、硬式野

球部、ヨット部、ラグビ一部、陸上競技

部、レスリング部、ワンダーフォーゲル

部

〈同好会〉

ローパースカウト同好会、相撲サークル

軟式野球サークル

学生自治会組織図所属団体

文化団体連合会

《部〉

E . S . S、映画研究会、会計学会、ギ
タークラブ、吟詠音11、教育研究部、劇団

“否

童文化研究部、 写真部、タイ プライター

研究部、中国語研究部、中国文学研究部

日本文学研究部、日本民謡研究会、 美術

部、軽音楽部B・B.Q、ユースホステ
ル研究会

〈同好会〉

劇団虚構、琴和道会、木曜短歌研究会、

歴史学研究会

《サークル〉

観光研究会、広告研究会、児童研究会、

書道部、落語研究会、ラジオ研究会

学生自治会組織図

由

時

同

編

集

委

員

会

学園附属関係在籍者数

学 校別 #勾 員十 1 年 2 年 3 年性別

計 1，653 715 534 404 
ム口、 言十 男 1 ~ 336 588 407 341 

女 317 127 127 63 
第一高校 男 1，039 447 267 325 

計 4 才児 5才児

附属
計 246 127 119 

青桐幼稚園
男 116 54 62 
女 130 73 57 

大 医 専
言十 368 141 148 79 

東 男 181 87 78 16 
医 計

女 187 54 70 63 
品4同- 計 238 75 84 79 
技 臨 床

男 60 26 18 16 
術 検査科
専 女 178 49 66 63 

門
柔 道

員十 130 66 64 
品守同ー 男 121 61 60 
校 整復科 女 9 5 4 

昭和58年5月現在
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現況蔵書数など

大学蔵書総冊数

hif 計 板 橋 東松 止l

382，377 308，683 73，694 

平日 289，286 224，156 65，130 

j羊 93，091 84，527 8，564 

昭和58年 3月現在

大学雑誌受入数

ょに: 計 板 橋 東松 山

4，287 3，463 824 

平日 3，505 2，721 784 

j羊 782 742 40 

(昭和57年度)

土地・建物関係

忌Ii「一一一一一-E積 土 地 (m') 建物 (m')

ムEミ、 言十 1，955，998 75，042 

言十 264，164 59，021 
大
f交 dzコ". 等 171，658 51，020 

運 重力 施 壬員又'" 91，663 5，561 
~品-

そ グ〉 {也 843 2，440 

計 5，004 4，644 

第
校 4Eコ'> 等 2，709 4，644 一

高
運 重力

校
施 壬員又!L 2，295 。

そ の 他 。 。
附 言十 1，773 937 

属青
校 4zコb 等 923 937 

桐
幼 運 重力 施 号員XYL 850 。
稚
圏 そ σ3 他 。 。
大 言十 5，496 4，653 
技東
術医 校 dEコb 生T古ナ 1，37l 2，979 
専学
門 運 重，jJ 施 壬員ハ又a 3，017 145 
声守凶司

校 そ σ3 {也 1，108 1，529 

:t: 大東文化会館 1，431 1，374 
土の
地他 嬬恋セミナー/レハウス (64，305) 4，413 
建の
物 北海道所有 地ほか 1，678，130 (152) 

昭和58年 3月現在

※ ( )は借用土地建物を外数で示す。

ヂ7



現況卒業生数

昭和
学院卒業生数(高 等科進学者を含む)

(春)
期

品等科
小計 累計

高等科 本科
進学者

2 1 15 53 内(17) 68 (17) 68 (17) 

3 2 8 56 (14) 64 (14) 132 (31) 

4 3 21 59 (26) 80 (26) 212 (57) 

5 4 16 38 (14) 54 (14) 266 (71) 

6 5 24 39 ( 7) 63 ( 7) 329 (78) 

7 6 27 50 (12) 77(12) 406 (90) 

8 7 33 52 ( 8) 85 ( 8) 491 (98) 

9 8 22 48 (14) 70 (14) 561(112) 

10 9 23 60 (11) 83 (11) 644 (123) 

11 10 16 53 ( 9) 69 ( 9) 713 (132) 

12 11 24 55 (13) 79 (13) 792 (145) 

13 12 20 39 ( 9) 59 ( 9) 851 (154) 

14 13 15 30 (12) 
聴講

45(12) 896 (166) 
修了者

15 14 14 42 (13) (20) 56 (13) 952 (179) 

高等科 第一部 第二部 第三部 高等科進学者差引実数 773

16 15 16 24 19 40 99 872 

17 16 15 28 40 76 159 1，031 

18 17 22 15 33 53 123 1.154 

19 18 11 34 45 78 168 

20 19 26 40 67 115 248 1，570 

21 20 7 27 26 51 111 1，681 

22 21 6 22 30 61 119 1，800 

23 22 l 40 36 74 151 1，951 

24 23 7 20 30 67 124 2，075 

25 24 3 24 36 80 第四部 143 2，218 

26 25 7 20 44 83 115 269 2，487 

昭和
大 品号~ 卒 業 生 数

(春)
期
日 本 中 国 政経

小計 累計

文学科 文学科 学科

28 1 14 3 50 67 2，554 

29 2 4 3 39 46 2，600 

30 3 8 4 62 74 2，674 

31 4 14 4 70 88 2，762 

32 5 12 10 45 67 2，829 

33 6 20 3 27 50 2，879 

34 7 18 16 37 71 2，950 

35 8 47 20 38 105 3，055 

36 9 46 31 42 119 3，174 

37 10 30 29 21 80 3，254 

38 11 36 34 25 95 3，349 

39 12 47 25 37 109 3，458 

40 13 38 30 53 121 3，579 

41 14 74 23 131 228 3，807 

〆ζF



現況卒業生数

昭和
大 学 卒 業 生 数

(春)
期
日 本

文中学科国
経済 経営

小計 累計

文学科 学科 学科

42 15 106 30 238 84 458 4，265 

43 16 103 32 207 69 411 4，676 

44 17 210 70 369 158 807 5，483 
英米

45 18 321 90 
文学科

670 288 1，369 6，852 
外国語

46 19 348 103 77 788 319 
学科

1，635 8，487 

47 20 392 120 84 760 472 29 1，857 10，344 
中国語 英語
学科 学科

48 21 377 116 81 727 494 16 49 1，860 12，204 

49 22 378 97 68 772 477 17 52 1，861 14，065 

50 23 399 135 48 教学 育科 719 468 24 76 1，869 15，934 

51 24 382 156 82 34 590 411 59 106 
法律

1，820 17，754 
学科

52 25 344 156 70 87 582 376 38 107 274 2，034 19，788 

53 26 342 122 85 99 594 349 63 114 349 2，117 21，905 

54 27 379 187 130 81 626 368 66 170 419 2，426 24，331 

55 28 397 186 145 105 568 392 81 151 404 2，429 26，760 

56 29 339 192 135 111 643 404 109 170 467 2，570 29，330 

57 30 338 161 129 149 442 287 76 143 288 2，013 31，343 

58 31 291 130 121 124 400 291 94 138 268 1，857 33，200 

グ9



織来且毛見:兄

学園組織

「一 日本文学専攻(博士課程前期 ・後期)

「一 文学研究科ート一 中国学専攻(博士課程前期 ・後期)

院一→ 」一 英文学専攻(修士課程)

トー 経済学研究科一一一 経済学専攻(博士課程前期・後期)

」一法学研究科一一一 法律学専攻(修士課程)

大学一一ト一文学 部 日本文学科・中国文学科 ・英米文学科 ・教育 学 科

| トー 経済学部一経済学科・経営学科 一 経理研究所

| トー 外国語学部 中国語学科 ・英語学科一語学教育研究所

| ト一法学部一法律 学科 法学研究所

学校法人→ 卜一専 攻科 ・別科日本語研修課程

大東文化学園 Lー 附属図書館 ・東洋研究所 ・書道文化センター ・情報処理センター・ 体育センター

! 大東文化大学第一高等学校

i 附属青桐幼稚園

| 大東医学技術専門学校 一 柔道整復科 ・臨床検査科

厚生センター

学大

学園事務組織

大東文化大学童IJ立60周年記念事業委員会

大
東
文
化
大
学
創
立

ω周
年
記
念
事
業
事
務
局

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス

開

発

本

部

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
室

東

洋

研

究

所

法

学

研

究

所

経

理

研

究

所

語
学
教
育
研
究
所

書
道
文
化
セ
ン
タ
ー

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
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上条周一 (信山) 卒業生





創設期 1923

大木迷子有初代会頭 平沼駿一郎初代総長

オi⑧

大正13・2・11 大東文化'学院開院式。大木会頭祝i静

大正12・2・10 東京日日新

聞(毎日新聞)に大東文化協

会発会式の模綴が掲載

創立 7周年に漢詩

を草し、昭和 7年

画イジ
が!

?紗
μi今

10周年記念式典で学院歌に制定、校旗を披露

~J 



九段校舎期 1923--1941 

宅

2
2
2
2量
E
E
1
h
二
以

.1
z-む~

九段校舎正面(靖国神社南側)

大正12・11 九段の地に

校舎を設置、 12月第一期

入学選抜試験を実施し翌

年2月にも募集。国庫補

助金のことと関東大震災

とのからみで変則的なも

のとなった。高等科21名

本科60名のほか聴講生が

入学し少数精鋭の教育を

開始。スクールカラーの

深緑と襟章のマークは写

真左の梧に由来

入学式直後に行なわれる明治神宮

• 6月初旬の伊勢神宮参拝は独特

の行事で、旅費はすべて学院負担。

16年頃まで続けられ、後には二泊

三日の伊勢神宮のみとなる

教授陣の寄せ書き

塩谷温(詩経)、小柳司気太(老子・墨子)、岡田正之(書経)、古城貞吉

(楚辞・礼記)、内野台嶺(萄子)、加藤繁(史記)、飯島忠夫(孟子)、近

藤正治(清文評註読本)、北鈴吉(論理・心理)、諸橋轍次(春秋左氏伝)

らで、( )は当時の担当科目

p.c 

大正13 橿原神宮前

昭和 2 加藤繁博士の史記輪講



昭和 2・3・8 高等科15名

本科53名の第一期卒業記念

II!{有]2 秋季弁論大会が附催。学生活動も活発

lIiJ，手[12 近衛第一聯隊営庭での軍事教練

大正14 '1-1字 ・師範 ・'''J専に軍事教練が課せら

れ、昭和 2年には金融恐慌がおこり、さらに大

正デモクラシーからファシズムへのきざしをみ

せる

第一期高等科卒業生13名に高等教員漢文科免許

状、本科卒業生36名に中等教員漢文科免許状を

下付

漢籍 ・和装本でうまる図書館

秋季剣道大会。教科「武科」には教

練 ・弓道 ・剣道が諜せられていた

..!5 
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自然~E'I 的に誕'1:0 23;トに廃JIとなるが、今円なお歌いつがれる

大正14 比較研究部の企画で、海外活動誌と

して英仏独の三カ国語による「エックスオリ

エンテ」を創刊。

創立60周年記念を

迎え復刊すること

になる

昭和8 亜細亜部と弁

論昔日合同全国遊説へ

東京駅前で

~i ~寄 り駅・中央線飯田橋と登校の'1= '1 :

ダル7 ストーブを囲

み談笑

有志の輪読

PO 



学生会の運動部では剣道・弓道・柔道がさかん。 l時間を反映

し後に射撃音防£正式に認められる

「大東美術J r大東日今村詩」がずを1110，t.'f辺行liの添i'PloIjij仰1/，:2人11上尾竹Ili・中央が|五|分育崖

昭和 7 5・15事件、満州|国承認

などがあり、時事研究会も熱心に

.t7 

12;
ー
さ

昭和 9 大学・高等専門学校による書道連盟発会式。翌年

は書道部展覧会を開催するなど「大東書道」の礎となる
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記念行事は研究部が中心と なっ

て年間を通して行なわれた。中

山久四郎博士の「清代経学史」

諸橋轍i大博士「唐代経さf:史」講演

l'~;I :j 

II!{平日 9 東京朝日新聞(朝日

新聞)に学生募集連合広告が

「大漢和辞典」の編纂には学院生の功績は大き

なものがあった。編集室 「遠人村合」での院宅

里圃聞・開園・・・

2cf 



昭和11 書道部の互選会

H財1]12 学生総会

剣道部合宿寸描

遊びもさかん。当時の浅草寸景

熱心に臨書に打込む

2・26事件についで虚溝橋事件、戦時体制への移

行の中で演習。何故か自転車が緊迫感をやわらぐ

2.9 



池袋前期 1941--1946

昭和16・2 ・8 池袋校舎に移転。 3月開校記念式を行な う

有 句.~

九段校舎から池袋校舎へ

九段校舎は明治l時代の建築て、あるこ と

と、 13年からの三部市IJ施行による学4・

数の培加、加えて国庫補助が年々減傾

20年間住み慣れた九段を後に池袋の新

校舎へ移転。前期池袋時代となる

昭和16 華語研究会が日華学牛交歓会を開催

学'"1=募集ポスター

前期池袋校合Li門

|主H史学校令が公布され、 こ't校報国隊結成や大日本

青少年団が結成される16年。19年 4月から20年 3

nまで、 21期の 1・2・3古1)1年司は1I!1，干[l'it1工へ

隊園報。 徒轡

場I崎川工電和服

ytJ 

空
動
初
労
京
勤
東
は

M
U

徒
B
山'守

の
女

ド
剛
力

悶
の、」
る

陣
以
れ

出
校
さ

徒
学
問

学
生
守
り

の・
中
か

年
、
に

同
日
制
裁
員



Hi'l和19・3 大東文化学院専門学校と改称。校庭で新入生在校生の顔合せ

外食券を手に

昭和19 軍事講習と壮行会

学友は次々に戦場へ

昭和16 下駄の音を注意され

渡部緑村を講師とした吟詠部

服装がjj1うだけで今日とかわりない下街寸摘

3グ



青砥校舎期 1946--1949 

昭和20・12 繰上卒業。酒井忠正総長邸中庭玄関前で

池袋移転からわずか 4年目で東京大空襲により焼失。20年5月

から12月まで、同邸で授業再開。終戦後は復員学生やらで収容

不能となり、 青空授業ともなる。もっとも国民初等科を除く学

校授業は一年間の停止を決定している

21年2月蕊飾区の青砥校舎に移転

「背砥の皇」で運動会。

パンならぬイモ食い競争

昭和22 以文会が書iel展を開催。灯をともしつづけた

Y.ff 

が‘

青砥校舎正門。日本悶rM.i去が公布され
た21年、講演ポスターが当時を物語る

学寮「志道寮Jo24年の後期池袋校

舎移転と去に廃止、南寮のみ残る



昭和20の進級試験。毛筆使用の伝統は守られている

昭和19頃か。名残りをみせる伊勢旅行。学帽は旧帝大型

持、

格

初回の寮祭と校名改称

戦後のインフレのなか「南寮」の寮祭。附近

の子どもたちと共に精一杯の楽しみを

23年に新制高校 ・新制大学制度が発足、 5月

校歌が廃止。翌年の 4月校名は*京文政大学

と改め、池袋新校舎に復帰

冊数・ 二限レフと旧式な電灯が現在と違う下宿寸描

yy 



池袋後期 1949--1961 

「大東文化大学」に

昭和26・2 校名を文政大学と

改め、 27年の池袋校舎は校地

2031，5坪、校舎等建物273，00坪

図書23，727冊であった

学部学科組織は文政学部~日本

文学専攻・中国文学専攻・政治

経済学専攻の一学部三学科

校名については同窓・在校生の

強い要望から28年 3月、 「大東

文化大学」に復す。新制大学一

期生を送り出す時でもあり、幾

変転の結果、卒業証書名は「大

東文化大学」となる

昭和27 臨時学生総会

Y-? 

昭和30 池袋校舎正門と図書館

昭和27 池袋校舎

J 

戦後復興期の27年頃。学生MRが主流の授業風景



答辞・送辞

4‘ ， 

政治経済研究部による講演会

壇上は戸田武雄教授

メコ、

新入生歓迎会。黒板に文政大学と書かれている

昭和27 新制大学第一期卒業記念撮影。証

書にはH青れて「大東文化大学」と

Y5 
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新校歌を制定:

Hl{手1128 経済的自立をめざす成長期で

はあるが、 illjもない。知恵をしぼって

形ばかりの学祭(体宵祭)を開催。創

立30周年を迎え、校歌「流れはとおし

」を発表

芸能祭(今Hの大東祭)

大学四期生88名の卒業式。卒業生数は34年まで二桁昭和31

大学に隣接して、認可までの暫定措置として幼児

部を置き、 31年に文政幼稚園を開園。 26年頃の園

合と干':1主l記念

Yo 



飛躍発展の士也・板橋

創立40周年を期して「単科精鋭主義か

ら多角精鋭主義に転換すべし」の多数

意見から、振興計|百lがたてられ36年8

月、現在の板橋へ移転

f対ぷの大東柔道専門学校は柔道整復科
に加えて衛生検査科を増設し、校名を

大東医学技術専門学校と改め、大東文

化第一高等学校ぷ立認可。翌年の37年、

大学は文学部 ・経済学部の二学部三学

科、 38年は凹学科となる

W.f1I't見t

板橋校舎期J_96J_--J_973 

111休1I36t}'(の宅撮。 IJII'，'，で岡まれ、代理!棟 ・1:><1}::fi官などをあいつ

いで建設し、 41年の校合兼体育館を治成し、 一次 ~IÎrhl を完 f

本学が中心となって漢文存続運動を展開。 43年会場校と

なり、 20回日本中国学会 ・全国漢文教育研究大会を開催

70年安保前年の44年大木祭の講演にも~込まれる

地下鉄都営三回線が開通。西台駅からみえた本学

ひとたび風吹けば通称「大東サパク」となる。授

業のあいまに学生さんの樹園作業が

.5/ 



YcY 

5U/!互の j全をた どる この!日lに、式典と

50L'r'] {ドlaU念fii:の必1&ょをあわせ'i"1i 

一つの象徴でもあるII:J制高校の寮歌祭。fy仰木学は参加l

騎

昭和42 f奇玉県東松山市に東松山校舎を建設し、教養謀科を移設

外務省から異例の補助で支那視察旅行を昭和 4以来 5

凶ほど行なったが、その関係もあって、 50周年では孔

イ-77代直系の孔徳成氏による特別講演を行なう

東洋研究所のほか、 44年書道文化センターを設置。学内の書道教科

の充実はもとより、書道公開講座・全国展など対外的にも成果を上

げ、 10周年を祝す54年に書きぞめ大会を開催し、以後 5回を数える



昭和51 大東文化会館竣工。会議

室や宿泊施設をそなえている

大学に隣般の第ー 1'-，-]等学校

大東医学技術専門学校

ミナールセンターを新設。研修厚

生施設として学生に開放

関係施設

昭和47 附属青桐幼稚闘を設置し問問

.5.9 
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1同守31TF戸間野レゆら

昭和55 中国・北京外国語学院との聞で、教員 ・研究員・ 学生の交換研修を図る

昭和57 オーストラリア・グリフ ィ

ス大学との交換留学生制度に調印

占 ナ苗 E 

新時代に対応する人材の育成のためにも、

海外語学研修を行なったり、海外の大学と

交j定協定を結ぶなどしている

板橋キャンパス

4〆



占 主苗 田

さらに大きく変貌しよ うとする

今日の東松山キャンパス

.c.g 

長期事業計画の中で、 60周年を迎

えて東松山キャンパスは一段の広

がりをみせようと している。それ

は優れた教育環境で名実ともに備

わった学問の府を求めているから

にはかならない





編集後五己

-人':¥Jでいうとつ呈併"にあたるこの60年。やは

り』つの段!;??にきていることを'丈!ぶしたJ欠第で

す0

・SOJ，';-J{I ・で「大東文化大 ~I11_ "{I' ~J (A S 'I'~J 1l 22 

1dl '.~はその J I :を任I:IJして L、ることから、)
 

2
8

、
，ト'

とするまと“IJでみる6(){j...しかも航!ととし、

め }jを採りました。

-とはいえ、 {f代|メー分では議.t6iii ，)t Jr.{~ 。 品， 'i1;，]、l被災

などで校合を移転せさるを引なかったことや、

それがきっかけとなって大学も変貌してきたの

で、校舎の所在地名を HWに幣明。
.Ij役災な ど三度とあってはな らないし、 JJUJxt，fF， . 

よ1)允'ょ した敦子fl3日*松山校合を"，心と して、

I立を附築することへの努力に，む、を新たにします

.t:_;tアルバムは勿')，~命、泊先輩の子を Uiわしも宅対!

平Îiか ら 尚也に安わったスチール ' IIJ~ を探し : 1'， し

そrir~編纂窒」 の必ノ 1 : と JI、に 、てf(!~、たり 。

うした口市なフィルムのすべてを1iLtt:させてffi

そして編纂にあたっては、学くことにします。

内外の多 くのブj々 にご協力を賜わり、併せて厚

くお礼けI_r.げます。
Hff平fJ58{1・8)J 25 U 

'1三~和11終委員会
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